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の取引だけを強調してほかの性格を無視すれば，朝・日貿易の本当の姿を理解しえなくなる D 第 1 章











したものであった。そして，第 2 章の IIJ 項では日本国内生産物で、ある銅・硫黄・金・銀と南海産
物の相関関係を述べ， IIIJ 項では南海産物の輸入路と琉球の中継貿易について述べた。南海産物の
輸入路については，博多一薩摩一琉球のコースが固定されて連結線をなしていたという従来の説を修
正し， 15世紀の中頃から約 l 世紀聞において，上松浦一宇治島の西側←大島一琉球のコースが琉球貿
易路の基幹jレートとなっていたことを実証した。また， 15世紀の末頃から琉球の中継貿易が衰退した
ことに着服し，朝・日南海産物取引との関係を指摘した口































































のほかに，韓国経済学会編「経済学研究」第13 ， 14, 15輯において， I李朝前期における対日南海物
産貿易J (上・中・下， 1965年)が発表され， 日韓両国の経済史学界において注目されるところとな
っている口
本論文は，とれらの研究を集大成されたもので，多くの信Ij見にみち，実証的研究にもとづくその成
果は高く評価されねばならない。
本論文は経済学博士の学位を授与するのに十分な価値をもつものであることを認める口
- 4 ー
